
令和２年（第１４回）みどりの学術賞 受賞者

中瀨 勳 （７２歳）兵庫県立人と自然の博物館館長、
な か せ いさお

兵庫県立淡路景観園芸学校学長、兵庫県立大学名誉教授

功績概要：「災害復興や多自然居住地域創生のためのみどりを通じたコミュニティ

形成に関わる理論の構築とその実践」に関する功績

みどりの保全整備やまちづくりへの多様な主体の参画に関する理論について、

我が国の社会に適した理論と手法に再構築を行うとともに、特に阪神・淡路大震災

からの復旧・復興の過程において、地域の造園・都市計画に関わる学術調査や具体

的な支援活動の中心的役割を担い、住民主体のまちづくりを進め、みどりを通じた

コミュニティ形成を基礎とした官民協働型の復興の先駆者としての役割を果たし

た。また、多自然居住の推進による地方創生に関し、様々な学術的知見により利害

関係者の理解を促す取組を進め、様々な地域の計画や施設運営の中心的役割を担っ

た。これらの理論構築や実践により、みどりを通じたコミュニティ形成とその普及

に大きく貢献した。

福田 裕穗 （６６歳）東京大学理事・副学長、東京大学名誉教授
ふく だ ひろ お

功績概要：「植物の木質形成機構の解明とバイオマス利用基盤の構築」

に関する功績

陸域のバイオマスの大部分が植物の維管束組織に由来し、その有効利用の観点か

ら維管束組織の形成やその制御の理解が不可欠である。そのため、植物の組織構築

のモデルとして木質形成の中心的な過程である維管束形成機構の解析を分子レベル

で進め、道管形成を活性化する転写因子を発見するとともに、道管細胞の結合に働

く糖タンパク質や道管形成を制御する低分子ペプチドなどを発見し、そのシグナル

伝達系の解明などを成し遂げ、木質形成の分化機構の全容を明らかにした。これら

の成果は、植物の持続的な成長機構の解明のみならず、環境問題やエネルギー問題

の解決につながる植物バイオマスの質的・量的改良と利用に関する研究基盤を築

き、産業応用に展望を開いた。
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